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（単位：千円） 

- 総括 1 - 

 

新規事業及び重要事業総括表 

 

 

Ⅰ 総 額 

 

 【一般会計】 

区分 平成２４年度 平成２３年度 伸び率 

予算総額 ２３，６７２，０００千円 ２４，８２１，８１１千円 △4.6％ 

一般会計構成比 １．４%  １．５%  － 

 

  【就農支援資金貸付事業特別会計】 

   予算総額 １０５，２３６千円 ２２２，６６８千円 △52.7％ 

 

  【林業・木材産業改善資金特別会計】 

   予算総額 ３９，０８５千円 ３９，２２５千円 △0.3％ 

 

  【本多静六博士育英事業特別会計】 

   予算総額 ６０，２５９千円 ６０，４８５千円 △0.3％ 

 

 

Ⅱ 主な新規事業および重要施策 
 

【埼玉農林業・農山村振興ビジョン施策体系】 
 

  

 
 １ 「担い手・生産・販売」の三位一体的な推進による食料供給力の向上 
   ◆担い手の育成 
   ◆最大限の生産 
   ◆農業経営の安定・発展 
   ◆食と農をつなぐ仕組みづくり 
   ◆食の安全・安心の確保 
 
 ２ 多様な森林の整備と森林の循環利用による森林・林業の再生 
   ◆健全な森林の整備・保全 
   ◆森林の循環利用の推進 
   ◆県産木材の利用拡大 
 
 ３ 農山村の魅力向上・多面的機能の積極活用の促進 
   ◆美しく活力ある農山村づくり 
   ◆多面的機能の活用 
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 １ 「担い手・生産・販売」の三位一体的な推進による食料供給力の向上 

    ◆担い手の育成 

Ｐ 1  一部新 企業等の農業参入の推進【農業ビジネス支援課】           ８，７９０ 

      普及活動推進事業【農業支援課】                ７０，４８５ 

Ｐ 2  一部新 農業経営体の育成・支援【農業支援課】             ２７，４０１ 

Ｐ 3      明日の農業担い手育成塾推進事業【農業支援課】         ３４，８４２ 

      青年農業者等支援事業【農業支援課】               ６，２１１ 

Ｐ 4  新規  新規就農総合支援事業【農業支援課】             ３３９，４０２ 

      農への就業スキルアップ緊急支援事業【農業支援課】       ３４，６９７ 
      彩の農業雇用創出事業【農業支援課】                 ４４２ 

Ｐ 5      農業大学校移転整備事業【農業支援課】          ２，０１８，６８４ 
 

    ◆最大限の生産 

      農地活用促進事業【農業ビジネス支援課】            ９４，１９４ 
      経営体育成条件整備事業【農業ビジネス支援課】        １２８，１２０ 
      畜産物価格安定対策事業【畜産安全課】             １０，２５５ 
      畜政推進対策事業【畜産安全課】                １７，３３３ 
      飼料用米利用促進事業【畜産安全課】               ２，６００ 
      秩父高原牧場機能強化緊急対策事業【畜産安全課】        ７３，６９４ 

      口蹄疫等悪性伝染病防疫対策強化事業【畜産安全課】        １，０５８ 

Ｐ 6  新規  家畜伝染病予防法拡充強化対策事業【畜産安全課】         ３，０００ 

      野菜価格安定対策事業【生産振興課】              ４３，４２１ 
      園芸・特産の振興【生産振興課】                 ９，６５９ 
      埼玉野菜生産力強化支援事業【生産振興課】           ４４，０００ 
      おいしい埼玉野菜生産･販売対策事業【生産振興課】         ６，３３９ 
      水田農業推進事業【生産振興課】                １０，０１８ 
      農業者戸別所得補償制度推進事業【生産振興課】        １５０，０００ 
      主穀作産地営農強化支援事業【生産振興課】           ２５，０４０ 
      水産業活性化対策事業【生産振興課】               ２，２５２ 
      ふるさとの川魚類資源再生緊急事業【生産振興課】         １３，８１４ 

Ｐ 7      埼玉型ほ場整備推進事業【農村整備課】             １４，５００ 

Ｐ 8      担い手を育む農地の整備【農村整備課】            ９１２，７６０ 

Ｐ 8      農業水利施設の整備【農村整備課】            ２，１９７，５５９ 
 

    ◆農業経営の安定・発展 

      見沼農業活性化対策事業【農業ビジネス支援課】         ３８，３７６ 
      三富地域平地林活用型農業特別対策事業【農業ビジネス支援課】   １，０００ 
      中山間地域等ふるさと支援事業【農業ビジネス支援課】      ４７，６０８ 

Ｐ 9  新規  埼玉農業エコひいき推進事業【農産物安全課】           ８，８５６ 

      農業近代化資金等融通円滑化事業【農業支援課】         ６２，６１１ 
      農作物災害緊急対策事業【農業支援課】              ９，０００ 
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      就農支援資金貸付事業【農業支援課】              ６８，５００ 

Ｐ10      農林総合研究センター試験研究費【生産振興課】        １５０，９３２ 

      高温障害等温暖化対応緊急対策研究事業【生産振興課】      ２１，６０４ 
         

    ◆食と農をつなぐ仕組みづくり 

      地域拠点卸売市場整備促進事業【農業ビジネス支援課】       １，３７８ 
      地産地消の推進【農業ビジネス支援課】              ６，４４３ 
      埼玉ブランド農産物推進事業【農業ビジネス支援課】       １１，０８８ 

Ｐ11  新規  埼玉こだわりブランド育成支援事業【農業ビジネス支援課】    １３，４４８ 

Ｐ12  新規  海外新規販路開拓事業【農業ビジネス支援課】           ５，８９１ 

      高品質畜産物生産体制整備事業【畜産安全課】           ６，９７６ 
      農から創る６次産業支援事業【農業支援課】            ５，１９０ 
      ６次産業化ＰＲ支援事業【農業支援課】             ２１，２１０ 

Ｐ13  新規  構造改革特区活用型「６次産業埼玉モデル」育成事業【農業支援課】 ８，３４９ 
         

    ◆食の安全・安心の確保 

      ＪＡＳ表示適正化推進事業【農産物安全課】            ２，４９６ 
      食品表示適正化協働対策事業【農産物安全課】           １，４２６ 
      食品表示不正防止対策事業【農産物安全課】            １，０１０ 

Ｐ14  新規  原発事故に係る農畜産物影響調査事業【農産物安全課】      ６８，５２７ 

      安全安心農産物確保対策推進事業【農産物安全課】         ９，０３５ 
      農薬安全対策事業【農産物安全課】                ６，０４１ 
      家畜伝染病予防事業【畜産安全課】               ３０，９９６ 
      家畜衛生総合推進事業【畜産安全課】               ６，７５１ 

Ｐ15  新規  狭山茶ブランド回復支援事業【生産振興課】           ６１，３４７ 
 

 ２ 多様な森林の整備と森林の循環利用による森林・林業の再生 

    ◆健全な森林の整備・保全 

      美しい森づくり事業【森づくり課】              １１２，０７２ 
      水源地域の森づくり事業【森づくり課】            ４９０，０００ 
      里山・平地林再生事業【森づくり課】             ２６０，１７５ 

Ｐ16      森林整備加速化・林業再生事業【森づくり課】         ３００，１９５ 

Ｐ17      治山対策の推進【森づくり課】                ５８２，２３７ 

Ｐ18      第37回全国育樹祭開催事業【森づくり課】             ５０，９４１ 
 

    ◆森林の循環利用の推進 

Ｐ19      革新的低コスト造林事業【森づくり課】              ３，１８０ 

      森林の担い手育成対策事業【森づくり課】            ９２，０６６ 

Ｐ17      森林管理道の整備【森づくり課】               ７５９，００３ 
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    ◆県産木材の利用拡大 

      木のある生活空間づくり事業【森づくり課】            ２，８７１ 
      県産木材流通販売促進事業【森づくり課】                ９００ 

 

 ３ 農山村の魅力向上・多面的機能の積極活用の促進 

    ◆美しく活力ある農山村づくり 

      農山村バイオマス利活用促進事業【農業ビジネス支援課】        ６８２ 
      農との共生 田園都市豊かなくらし満喫事業【農業ビジネス支援課】１２，４４４ 
      山村等振興対策事業【農業ビジネス支援課】           ４１，０１７ 
      彩りの樹の森づくり事業【農業ビジネス支援課】         １５，６５１ 
      有害動植物防除等体制整備促進事業【農業支援課】        １１，２１６ 
      農地・水・環境保全の推進【農村整備課】            ８２，３５６ 

Ｐ20      農業集落排水の整備【農村整備課】              １０４，６８８ 
         

    ◆多面的機能の活用 

      彩の国グリーンツーリズム総合対策事業【農業ビジネス支援課】  ２１，５３９ 
      花と緑の埼玉暮らし提案事業【生産振興課】            １，３７６ 
      みんなで育てる森づくり事業【森づくり課】           １０，５８８ 

Ｐ21  新規  川の再生の推進【農村整備課】                ２５８，３００ 

Ｐ22      水と緑のサイクリングロード事業【農村整備課】        １７０，０００ 
          

 その他 緊急雇用対策 

      秩父高原牧場緑地管理整備緊急対策事業【畜産安全課】       ５，７１７ 
      ６次産業化ＰＲ支援事業【農業支援課】（再掲）         ２１，２１０ 
      農への就業スキルアップ緊急支援事業【農業支援課】（再掲）   ３４，６９７ 
      ふるさとの川魚類資源再生緊急事業【生産振興課】（再掲）    １３，８１４ 

Ｐ15  新規  狭山茶ブランド回復支援事業【生産振興課】（再掲）        ７，４９７ 

      木育推進事業【森づくり課】                   ９，８７４ 
      森の再生・間伐材活用促進事業【森づくり課】          １６，９５０ 
      新たな林業担い手育成事業【森づくり課】            ３５，５５３ 
      森林管理道安全向上事業【森づくり課】             １５，７５０ 
      水と緑に親しむみち管理事業【農村整備課】           １４，８３７ 
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企業等の農業参入の推進 

 

             担当 農業ビジネス支援課 農地活用・企業参入支援担当 

             内線 ４０３３ 

１ 目  的 

  地域農業と調和した企業等の農業参入を推進し、農地の有効活用を図るとともに、周 

 辺農家等との連携による新たな農業ビジネスの展開を支援し、地域農業の活性化を図る。 

２ 事業内容 

事業名 事業主体 内容 予算額 

(1)企業等農業参入  

   支援事業 

 

 

県 ・農地情報等の収集・発信 

・企業等の情報収集、参入相談対応 

1,216 千円 

市町村等 

（定額補助） 

・受入地域の意向確認、合意形成 

・地域における農地の利用調整 

1,500 千円 

農地利用集積円滑化団体  

農地保有合理化法人 

（定額補助） 

・農地貸借に係る相談対応、調整、 

 事前調査、農地転貸等 

1,500 千円 

・畦畔除去、測量、農地の再生など 

 のほ場の条件整備 

1,500 千円 

県 ・企業等農業参入セミナーの開催等 1,492 千円 

○新 (2)地域活性化 

   アグリビジネス 

   支援事業 

県 

 

・個別相談へのアドバイザーチーム 

 派遣 

・相談会の開催 

・新たなアグリビジネス提案のため 

 の検討会開催 

1,582 千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ８，７９０千円 

 

 

事業イメージ図 
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農業経営体の育成・支援 

 
              担当 農業支援課 経営体支援担当 

    内線 ４０５０          

 

１ 農業経営体育成支援事業 
（１）目  的 

   地域農業の担い手である認定農業者など多様な担い手の経営発展に向けた取組を支

援することにより、埼玉の農業を支える担い手の育成を図る。 

 

（２）事業内容 

区   分 事業主体 内         容 予算額 

(1) 認定農業者 

経営改善支援 

事業 

県 

 

 認定農業者等に対し、生産技術や経営管理

能力の向上に向けた支援を通じ、経営発展を

促進 

13,297 千円 

 

(2) 認定農業者 

等育成支援事 

業 

県  地域において育成すべき担い手を明確化

し、認定農業者等の担い手を育成するための

体制を整備 

773 千円 

 

(3) 農業経営法 

人化相談窓口 

設置事業 

県 

 

 法人化を目指す認定農業者等に対し、経営

分析や法人化の必要性などの相談活動を実

施 

2,300 千円 

 

(4) 農業経営法 

人化人材支援 

事業 

県 

 

 農業法人への雇用就農などの支援を通じ

た法人化の推進 

 

6,111 千円 

 

 

（３）平成２４年度予算額   ２２，４８１千円 

 

 

新２ 農業法人化推進事業  
（１）目  的 

   各農林振興センターに開設している法人化相談窓口に税理士等のスペシャ
リストを新たに設置し、法人化を希望する農業者に対し税務相談などを通じて
法人の設立を支援する。 

 

（２）事業内容 

 
区   分 

 

 
事業主体 

 
内         容 

 
予算額 

法人化推進 
スペシャリス 
ト設置事業 

県    各農林振興センターの法人化相談窓口に
税理士等のスペシャリストを設置し、税務
相談等を実施 

4,920千円 
 

 

（３）平成２４年度予算額   ４，９２０千円 
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明日の農業担い手育成塾推進事業  
 

担当 農業支援課 就農支援担当  
内線 ４０５１         

 
 
１ 目  的  

  就農相談窓口の設置のほか、農業生産法人等での体験研修の実施や「明日の農業担い

手育成塾」の設置運営の支援を通じ、新規就農希望者の円滑な就農を促進する。 
 
 
２ 事業内容  

区   分 事業主体 内    容 予算額 
(1)就農相談窓口整備

推進事業  
県  関係機関が連携して就農相談窓

口を設け、新規就農希望者に対する

総合的な支援を実施 

8,548千円 

(2)農業生産法人等体

験支援事業 
県  農業に興味がある者を対象に、農

業生産法人等で農業体験研修を実

施  

1,246千円 

(3)明日の農業担い手

育成塾推進事業 
  25,048千円 

 
 

ア県推進会議 県  明日の農業担い手育成塾の設

置・支援 
448千円 

イ塾運営事業 
 

市町村、農業委

員会、農協等 
 事業実施に必要な体制の整備 24,600千円 

 
 
 
３ 平成２４年度予算額   ３４，８４２千円 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 

事業イメージ図 
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新規就農総合支援事業 

 

担当 農業支援課 就農支援担当 

内線 ４０５１         

                                    
１ 目  的 

埼玉農業を将来にわたって発展させていくためには、青年新規就農者を増やしてい 
 くことが不可欠である。 

  このため、青年等の就農意欲の喚起と就農後の定着に向けて、就農前の研修期間 
（２年以内）及び就農直後（５年以内）の所得を確保する給付金を交付し、将来の埼
玉農業を担う青年新規就農者を確保する。 

  
２ 事業内容 

 
 

 
 

   
 
 
 
 
 

区  分 事業主体 内    容 予 算 額 

(1)県推進事業 県  給付金交付の体制整備 3,801千円 

(2)就農準備給付金事業 

 
 

県 

   
 

  研修機関で研修を受ける独立就農

希望者や新規参入希望者に給付金を
交付（２年以内） 90人×150万円 

135,000千円 

 
 

(3)市町村推進事業   
  

市町村  給付金交付の体制整備 
   63市町村×327千円 

20,601千円 
 

(4)営農開始給付金事業 
 

市町村 
 

 経営が不安定な就農直後の独立就
農者や新規参入者に給付金を交付 
（５年以内） 120人×150万円 

 
180,000千円 
 

 
３ 平成２４年度予算額   ３３９，４０２千円 

 
 

事業イメージ図 
 

  
 
 

県の給付対象 
 市町村の 

給付対象 

      

  
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 （２年以内） （５年以内） 
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農業大学校移転整備事業 
 

                       担当 農業支援課 農業大学校担当 

                       内線 ４０５２ 

 

１ 目  的 

 農業大学校を現在ある鶴ヶ島市から、県北の熊谷市に移転整備し、関係機関との相互

協力のもと、埼玉農業の担い手養成拠点施設として、今以上に魅力ある農業大学校とし

て整備する。 

 

２ 内  容 

区 分 内  容 予算額 

業務委託費 付替道路等の測量業務や土木工事の監理業務などの業

務委託費 

オオタカの生態調査業務委託費 

60,720 千円  

関係機関調

整費 

熊谷市や農林総合研究センターなど移転業務や教育カ

リキュラム作成業務等に関係する機関との調整事務費 

16,948 千円  

工事関係費 

(継続事業) 

 

建築工事のための造成工事 

建築工事（建築、設備、電気） 

土木工事（道排水路整備、ほ場整備、防火水槽設備等） 

1,941,016 千円  

(内継続費 

1,791,016 千円) 

 

３ 平成２４年度予算額   ２,０１８,６８４千円 

 

 

用
地

土
木

建
物

オ
オ
タ
カ

平成２６年度 平成２７年度平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

立地調査

地質調査
・測量

用地確保に

向けた調整
開発許可等
各種手続き

その他
土木工事

建築工事

平
成
２
７
年
４
月
開
校

基本的な考え方

検討・整理

土木工事
基本設計

開校

準備

土木工事
実施設計

建物建築
基本設計

建物建築
実施設計

教育カリキュラム等

検討

建築関係
土木工事

オオタカ生態調査
（２営巣期間）

用地
取得

ハウス
工事

ほ場
土づくり

休
工
期
間

休
工
期
間

スケジュール(予定) 
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家畜伝染病予防法拡充強化対策事業 

担当 畜産安全課 家畜衛生担当 
内線 ４１７４ 

１ 目  的 

  口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザなどの家畜伝染病の発生予防及びまん延

防止のため、家畜の飼育者による消毒施設の設置や焼埋却場所の確保等の指導  
 を徹底する。  
 

２ 事業内容 

区 分  事業主体 内  容  予算額  
１  飼養衛生  
 管理基準  
 遵守対策  

県  ・ 家畜飼育者からの管理状況報告受理 (毎年 ) 
・ 家畜飼育者の消毒施設設置・焼埋却場所確

保等の飼養衛生管理基準の確認、指導・監

督（約 1,000 戸・立入検査）  

2,150 千円 

２  野生動物

の家畜伝染

病検査対策  

県  ・ 死亡野鳥における高病原性鳥インフルエン

ザの検査  
・ いのしし、鹿など野生動物の検査  
・ 消毒等まん延防止措置  

850 千円 

 

 
３ 平成２４年度予算額   ３，０００千円  

事業イメージ図 

 

口蹄疫、 
高病原性鳥イ
ンフルエンザ 

家畜保健衛生所 

１ 全ての家畜飼育者への飼養衛

生管理基準の遵守状況の確認 

（対象：牛、水牛、馬、豚、いのしし、めん羊、

山羊、鹿､、鶏・あひる等家きん） 

２ 家畜飼育者の防疫措置の 

 指導・監督 

３ 野生動物の検査 

 

 

・家畜エリア設定と立入制限 

・消毒の実施、踏込み消毒槽設置 

・防鳥網等、野鳥等の侵入防止 

・埋却地の事前確保 

家畜伝染病予防法により義務化 

家畜飼育者 

 
 侵入防止 

検査 
病気の疑い 

毎年報告 

立入検査 
指導監督 

家畜伝染病の発生予防 
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埼玉型ほ場整備推進事業  

 
                      担当 農村整備課 企画担当 

                      内線 ４３４５      
 
１ 目  的  

  県東部の水田地域を中心に、多様な農家の意向を踏まえた低コスト型ほ場整備を行う  

 ことにより、地域農業の構造改革を推進する。 

 

２ 事業内容  

事  業  名 事業主体 内   容 予算額 

(1) 構造改革促進 

  調査 

県 

 

 営農状況、意向等を調査し、生産、販売、

流通方法を検討して地域の営農ビジョンを

策定 

 ア 農地の所有権等の情報整理  

 イ 営農状況と将来意向調査   

   

11,563千円 

(2) 土地改良施設 

  診断調査 

県  現況の農道や用排水路を活かした低コスト

な整備を実現するための施設診断調査 

2,937千円 

 
３ 平成２４年度予算額   １４，５００千円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ※ 低コスト型ほ場整備 

      
    Ｈ１８から本県が国へ提案 

     

事業イメージ図 

↓ 
通常の整備の半額程度で実施 
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農業生産基盤の整備 
 
                担当 農村整備課 低コスト農地整備担当、水利施設整備担当 
                   施設管理担当 
                内線 ４３５１(低コスト農地整備担当）、４３４７(水利施設整備担当) 
                   ４３４２(施設管理担当) 
 
１ 担い手を育む農地の整備 

（１）目  的 
    農地の大区画化や用排水路・農道等の整備により、農業生産性の向上と営農条件の 
  改善を図るとともに、農地の利用調整による経営規模の拡大を進め、高収益を目指す 
  農業経営体の育成を促進する。 

（２）事業内容 

事 業 名       
（事業主体） 

 
内         容 

 
予 算 額 

ア ほ 場 整 備 事 業          
（県） 

  農地の区画拡大と道路、用水路、排水路等の一
体的な整備            【 6地区】 539,700千円  

イ 農 道 整 備 事 業          
（県） 

 農道の保全対策 
                                【 2地区】 

 
   211,050千円  

       

ウ 団体営基盤整備          
    促 進 事 業 等          

県・市町村 

土地改良区 

  農道の整備等 
                                【 7地区】 

 

  162,010千円  
 

 
（３）平成２４年度予算額   ９１２，７６０ 千円 
 

 

２ 農業水利施設の整備 

（１）目  的 
     用水路や排水路等の農業水利施設を整備し、用水不足や排水不良による農作物被害 
  の解消や自然災害を防止し、農産物の安定供給と地域の安全性向上を図る。 

（２）事業内容 

事 業 名       
（事業主体） 

 
内         容 

 
予 算 額 

ア かんがい排水事業 
（県） 

農業水利施設（用水路､排水路､排水機場）等の
整備及び補修           【15地区】 

 
   937,700千円  
      

イ 農 地 防 災 事 業          
（県） 

  排水路の改修、排水機場等の整備 
                               【10地区】 

 
 1,143,700千円  

ウ その他農業水利施設          
  整備に関する事業 

市町村 

土地改良区 

  小規模な区域での用水路、排水路等の整備 
                               【31地区】 

 

    116,159千円
  

 
      

 
（３）平成２４年度予算額   ２，１９７，５５９ 千円 
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埼玉農業エコひいき推進事業 
 

担当 農産物安全課 有機・安全生産担当 
  内線 ４０４９             

 
１ 目  的 
   農薬・化学肥料の削減など環境負荷の軽減を図る「エコ」農業に取り組む産地を育成 

  するとともに、消費者等の環境保全型農業への理解を増進し、「エコ」農産物を「ひいき」 

 してもらうことによる需要拡大や高付加価値化を図る。 
 
２ 事業内容 

区     分 事業主体 内         容 予算額 
（１）エコ農業の推進    

 ア エコ農業の技術サポート 県 

 
 温暖化防止等に効果の高い農業技術

の導入推進や講習会等の開催等 
764千円 

イ 環境負荷低減モデル産地の育

成 

 

生産者集

団等 
 各種防除技術を総合的に組み合わせ

る総合的病害虫・雑草管理（IPM）によ

る農薬の削減に取り組むモデル産地の

育成 

250千円 

ウ 埼玉農産物のエコひいき運動

の推進 

県  環境負荷低減の取組や環境にやさし

い農産物のＰＲ活動、産地や農産物のイ

メージアップ等を図るための交流会の

開催 

962千円 

（２） エコ農業への直接支援    

 ア エコ農業直接支払 市町村  地球温暖化防止等に効果の高い生産

技術や有機農業等に取り組む生産者に

対する支援金の交付 
 

5,580千円 

イ エコ農業直接支払推進事務 県 
市町村 

 アの事業実施に必要な事務費 1,300千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ８，８５６千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業イメージ図 

 
エコ農業の技術サ

ポート（化学肥料の

低減等） 

環境負荷低減モデ

ル産地の育成（農薬

の低減等） 

埼玉農産物のエコひいき運

動の推進（交流会、PR 活動） 環境負荷を低減し

たエコ農業の推進 

エコ農業への直接支援 

（エコ農業直接支払） 

エコ農業への理解増進 

・需要の拡大、 

・付加価値の向上 
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農林総合研究センター試験研究費  
 

担当 生産振興課 総務・企画・試験研究調整担当  
             内線 ４０８２     
 
１ 目  的 
  埼玉農業の競争力を強化するため、安全で安心できる農産物の生産技術、新品種の育

成や優良種苗の大量増殖技術、高収益・高付加価値化技術などについて研究開発を行う

ことにより、収益力の高い農業の確立を支えるとともに、緑豊かな環境保持に貢献する。 
 
 
２ 事業内容 

区  分 事業主体 内    容 予算額 

Ⅰ 安全・安心な農産

物生産技術の開発 

県 ・ 難防除病害虫、新病害虫などの防除

技術や無農薬・減農薬栽培技術など、

生産段階から安全性を確保するため

の技術の開発 

8,086千円 

Ⅱ 本県オリジナル

品種の育成と栽培

管理技術の開発 

県 ・ 本県オリジナル品種の育成や新たな

品目の導入、加工品の開発とこれを支

える栽培管理技術の開発 

19,654千円 

Ⅲ 低コスト・省力生

産技術の開発 

県 ・ 生産現場における省力化・快適化 
・ 低コスト生産技術や高品質・安定 
生産技術の開発 

8,652千円 

Ⅳ 環境に調和した

生産技術の開発 

県 ・ 化学肥料・農薬の削減や地域未利用

資源の活用など、環境と調和の取れた

生産技術の開発 

3,770千円 

Ⅴ 調査研究 

県 ・ 土壌及び作物の作況調査 
 （モニタリング調査） 
・ 県民の多様なニーズに応える各種 
の調査・研究 等 

40,443千円 

Ⅵ 提案公募型研究

 事業 

県 ・ 産学官の優れた発想と先端技術を 

 活用した研究開発を促進するため、 

 国や県内外の試験研究機関等との共

 同研究 

70,327千円 

 
３ 平成２４年度予算額   １５０，９３２千円 
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埼玉こだわりブランド育成支援事業 
 
                担当 農業ビジネス支援課販売促進・農商工連携担当 

                内線 ４１０７ 
 

１  目  的 

 他県産と差別化できる高品質生産を行う産地の活動を支援し、産地及び農産物の認知
度や生産性を向上させ、全国に通用するブランド農産物として育成を図る。 
 

２ 事業内容 

区 分（事業主体） 内         容 予算額 

(1)こだわり産地育成   

  補助事業 

 （生産者集団等） 

  本県の有利性が発揮できる「えだまめ」、「さとい
も」、「ブロッコリー」に着目し、それぞれの産地が
行う、特徴あるブランドをつくるための販売・生産
拡大活動を支援する。 

  ・技術改善や生産・販売強化のための機械整備 
  ・販路開拓、販売促進活動の実践等 
   

12,000千円 
 

(2)県推進事業 
  （県） 
 
 
 

  産地と補完連携したPR及び、人気度調査を行い、
産地活動の支援をおこなう。 

  ・こだわりブランド育成支援事業のPR     
 ・こだわり農産物の人気度確認 

  

1,448千円 
 

 
 平成２４年度予算額   １３，４４８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

え
だ
ま
め 

事業イメージ図 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー 

さ
と
い
も 

ブランド推進品目 
主穀・野菜・果実・花き・茶特産など 

産地の活動支援  
 他県産と差別化する 

       取組の強化  
 

①鮮度、機能性、食味など 

 の特徴で産地を差別化す  

 る取組（産地）  

②需要拡大に対応するため 

 の機械整備等による生産 

 拡大（産地）  

③販売ルートの構築と新規  

 販売店開拓（産地・県）  

 

全国に通用するブランド 

鮮度 
在来品種の活用 
朝採り販売の実施 

食味 
本県独自品種 
     も活用 

作りやすさと機能性 
スルフォラファン（がん

予防に効果 )が含まれ

ていることなどをＰＲ 
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海外新規販路開拓事業 
 
                担当 農業ビジネス支援課販売促進・農商工連携担当 

                内線 ４１０７  
１  目  的 

 海外の販路を開拓するための産地の活動を支援するとともに、商社等輸出関係者を対
象にした試食商談会、情報交換会を開催し、埼玉農産物の海外への輸出を促進する。 
  

  

２ 事業内容 

区 分（事業主体） 内         容 予算額 

(1)商談会等参加支援 
（農協、出荷組合等） 

 各種フェアなど輸出関連者との見本市、商談会や海
外食品コンテストへの参加支援 

1,500千円 
  

(2)県推進事業 
   （県） 
 
 
 
 

・ 商社等これまでの実績のある輸出業者等を対象と 
 した試食商談、情報交換会の開催 
・ 各国の輸入規制など農産物輸出状況や商談会開催 
 状況の情報収集 
･ 輸出に関わる支援業務の実施 
 

4,391千円 

 
３ 平成２４年度予算額   ５，８９１千円 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中国等新たな輸出先 マレーシア等既存輸出国 

情報収集 

農協 

・出荷組合等 

情報提供 

活
動
支
援 

県 

事業イメージ図 

海外見本市・コンテスト等  商社等輸出関係者情報交換 



新  規 

  
 - 13 - 

 

 

構造改革特区活用型「６次産業埼玉モデル」育成事業 

  
担当 農業支援課 普及活動担当 
内線 ４０４７  

 

１ 目  的 

国では平成２４年度から構造改革特区により管理栄養士や中小企業診断士を農業革新

支援専門員として任用する制度を導入する予定である。 
そこで、この制度を活用して地域全体の収益向上に結びつく６次産業化を一気に進める。 

 

２ 事業内容 

区 分 事業主体 内  容 予算額 

地域６次産業化

補助事業 

農業者等 商品開発、販路拡大、経営の多角化に必 

要な施設整備等の支援を行う。 

8,000 千円 

地域６次産業化

推進事業 

県  特区により任用された農業革新支援専門

員が地域の課題解決に取り組む。 

349 千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ８，３４９千円 

 

                 事業イメージ図                

農業革新支援専門員（２名） 
（特区により大学等から任期付き採用） 

 
 

 

 
 

大規模農家等が

核となった 
地域ぐるみの 
６次産業化 商品開発・販路拡大・経営の多角化 

個
別
経
営
体 

● 健康ニーズ、栄養バランスを考慮し

た新商品開発 

● 会社設立、資金調達等の経営支援 



                                    新  規 
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原発事故に係る農畜産物影響調査事業 

 

                      担当 農産物安全課 有機･安全生産担当 

                      内線 ４０４９ 

１ 目  的 

  東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う放射性物質の拡散を受け、県産農畜産物

や農用地土壌等について放射性物質の分析調査を行い、県産農畜産物の安全性を確認す

るとともに、その分析調査結果を迅速かつ的確に公表することにより風評被害の防止を

図る。 

 

２ 事業内容 
 

事業名 事業主体 内     容 

 

原発事故 

に係る 

農畜産物 

影響調査 

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

県 

 
 県産農畜産物等の放射性物質の分析 

  ① 農産物 … 週１回 

  ② 玄 米 … 年１回収穫期 

  ③ 玄 麦 … 年１回収穫期 

  ④ 大 豆 … 年１回収穫期 

  ⑤ 林産物 … 春、秋の収穫期 

  ⑥  茶  … 年２回収穫期 

  ⑦ 淡水魚 … 春、秋、冬の収穫期 

  ⑧ 原 乳 … 週１回 

  ⑨ 牛 肉 … 月３回 

  ⑩ 牧草等 … 隔週 

  ⑪ 農用地土壌 … 年 1回 

  ⑫ 堆肥等 

 

 

３ 平成２４年度予算額   ６８,５２７千円 

 

 事業イメージ図 

県産農産物等 

放射性物質の分析 
結果公表 

農畜産物の安全性の確認 ・ 風評被害の防止 
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狭山茶ブランド回復支援事業  
 

担当 生産振興課 花き・果樹・特産担当  
   内線 ４１４６              

１ 目  的  

  放射性物質の検出によりブランドイメージが低下した狭山茶のイメージアップを早急 
に図るため、県と生産者団体が一体となり県全域及び地区毎に狭山茶の消費拡大キャン 
ペーンを実施する。 

 
２ 事業内容 

区  分（事業主体） 内容 予算額 

(1)ＰＲキャンペーン推進事業 

 （ 県 ） 
 

58,847千円 

 

(ｱ)狭山茶ＣＭビデオ作成 
狭山茶をＰＲするＣＭの作成・

放映 

40,000千円 

(ｲ)埼玉西武ライオンズ狭山

茶応援マッチ開催 

西武ドームでプロ野球の冠試合

開催 

7,000千円 

(ｳ)狭山茶ふれあいフェスタ 

 開催 

茶摘み・文化体験、湯茶接待、

駅からウォーク、等の開催 

1,000千円 

(ｴ)ちょっと一服！狭山茶 

 キャラバン隊 

駅、直売所等で試飲、ＰＲ 

 

8,247千円 

(ｵ)狭山新茶プレゼント 

 キャンペーン 

狭山茶購入者に抽選で県産品を

プレゼント 

2,600千円 

(2)産地支援事業 

 （市茶業協会、農協等） 

各産地で行われる狭山茶の消費

拡大に向けた取組を支援 

2,500千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ６１，３４７千円 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

事業イメージ図 

風 評 被 害・販 売 不 振 

風評被害の払拭 茶業経営安定 消費の回復 

狭 山 茶 の ブ ラ ン ド 回 復 

 
各産地で行われる狭山茶の消費拡大に向け

た取組を支援 
 ・新茶まつり 
 ・新茶試飲会 
 ・販売促進 

産地の取組支援 
【広報】 
 ・ＣＭビデオ作成 
【イベント】 
 ・プロ野球応援マッチ ・ふれあいフェスタ 
【キャンペーン】 
 ・キャラバン隊 ・プレゼントキャンペーン  

ＰＲキャンペーンの展開 
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森林整備加速化・林業再生事業 

 

                   担当 森づくり課 間伐・森林循環担当 

                   内線 ４３２１ 

 

１ 目  的 

 埼玉県森林整備加速化・林業再生基金を活用し、間伐や木材加工流通施設の整備など、

森林整備から木材利用までの一体的な取組を支援し、森林整備の加速化と林業・木材産業

の再生を図る。 

 

２ 事業内容 

区分 事業主体 内容 予算額 

(１)森林整備・ 

  木材生産 

森林組合、 

農林公社等 

・間伐等の森林整備（1,145ha） 

・林内路網整備（17,000m） 

・高性能林業機械の導入（7台） 

・森林・林業の人材育成 

186,733千円 

(２)木材加工・流通 民間業者、 

協同組合等 

・木材加工流通施設整備（8施設） 92,500千円 

(３)木質バイオマス

関連 

民間事業者 ・木質バイオマス利用施設整備 

(1施設） 

15,000千円 

(４)埼玉県森林整備加速化 

   協議会運営費 

埼玉県森林整備 

加速化協議会 

・事業実施計画案の検討、関係者の

 連携推進、事業効果の検証など 

1,000千円 

(５)検査指導費 県 ・検査、指導に係る事務費 400千円 

(６)埼玉県森林整備加速化・ 

   林業再生基金積立金 

県 ・運用益の積立 4,562千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ３００，１９５千円 

 

 

 

 
埼玉県森林整備加速化協議会

（構成員：森林組合、木材加工業者、木質バイオマス加工業者、
地方公共団体、住宅関係者、学識経験者 等）

○間伐等の森林整備
○林内路網整備
○高性能林業機械等の導入
○森林・林業の人材育成

○間伐材等加工流通施設

○木質バイオマス関連施設

森林整備・木材生産 木材加工・流通・利用

連携

事業イメージ図 
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森林・林業基盤の整備  

 
                 担当 森づくり課 治山・森林管理道担当  
                 内線 ４３１４、４３１６        
 
１ 森林管理道の整備 

 

（１）目  的 

   森林管理道を整備することにより、適切な森林整備の推進と林業経営の効 

  率化をはじめ、山村地域の生活道や災害時の迂回路としての機能を確保する。 

 

（２）事業内容 

事 業 名 事業主体 内  容 

森林管理道整備事業 
県 

市町村 

・森林管理道の開設、改良、舗装 

【３５路線】 

 

（３）平成２４年度予算額   ７５９，００３千円 

 

２ 治山対策の推進 

 

（１）目  的 

   山崩れや土石流が発生した箇所の復旧対策や、災害の発生のおそれがある 

  箇所の予防対策、機能の低下した保安林の整備を行うことにより、県民の安 

  全・安心な暮らしを確保する。 

 

（２）事業内容 

事 業 名 事業主体 内  容 

治 山 事 業 
県 

市町村 

・山腹崩壊地や荒廃渓流等に治山施設を設置 

・保安林の間伐や植栽等の実施 

【３６箇所】 

 

（３）平成２４年度予算額   ５８２，２３７千円 

 

事業イメージ図 

  治山施設の施工例 

 

 

 
 
 
 
 
      〔崩落した山〕               〔完成のイメージ〕 
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第３７回全国育樹祭開催事業 

 

                       担当 森づくり課 全国育樹祭準備担当 

                       内線 ４３２６ 

 

１ 目  的 

 平成２５年秋季に開催する第３７回全国育樹祭の準備を加速するために、実行委員会を 

新たに設置する。さらに、１年前プレイベントとして「国民参加の森林づくりシンポジウ

ム」を開催して、全国育樹祭の開催気運を高める。 

 

２ 事業内容 

区分 事業主体 内容 予算額 

(１)開催準備費 県 

実行委員会 

・実行委員会運営 

・実施計画策定 

19,230千円 

(２)式典等運営費 
実行委員会 

・埼玉県紹介映像制作 

・式典音楽隊編成 

3,675千円 

(３)会場整備費 
県 

・お手入れ会場の駐車場・歩道整備 

・金尾山県有林の森林整備 

27,050千円 

(４)記念行事開催費 
実行委員会 ・国民参加の森林づくりシンポジウムの開催 

986千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ５０，９４１千円 
 

事業イメージ図  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 お手入れ行事 

  皇族殿下 ヒノキのお手入れ 
 お手入れ会場 

  金尾山県有林（寄居町金尾） 

 
 

 式典行事 

  皇族殿下 おことば、表彰等 
   参加者 5,000 人 
 式典会場 

  彩の国くまがやドーム（熊谷市） 

 

 
 

くまがやドーム 

      ・埼玉らしさを全国に発信 

      ・美しく活力のある森林をつくる 

      ・みどりを次代につなぐ 

開催方針 

大会テーマ「育てよう みどりは 未来の たからもの」 

 

式典イメージ 

   本多静六博士の業績 
   みどりの基金 
   ボランティア・企業の森づくり 
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革新的低コスト造林事業 

                      担当 森づくり課 間伐・森林循環担当 

                      内線 ４３２１ 

１ 目  的 

  さし木ポット苗を活用した低コスト造林技術による生産体制を整備することにより、  
 「伐って・使って、植えて、育てる」森林の循環利用を実現する。 
 

２ 事業内容 

区分 事業主体 内容 予算額 
(1) 低コスト施業試験地 
 の設定 

(社)埼玉県

農林公社 
・気候、立地条件別試験地の設定 
・シカ害防護柵の設置 

1,500 千円 

(2) 低コスト造林技術の 
 確立 県 ・作業工程調査、シカ害対策の検証 

・活着、育成特性の評価 
502 千円 

(3) 採穂園等の整備 県 ・造成 
・植栽、育成管理 

1,178 千円 

 

３ 平成２４年度予算額   ３，１８０千円 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 弾力的な苗木の供給が可能 

ささ しし 木木 ポポ ッッ トト 苗苗 にに よよ るる 革革 新新 的的 造造 林林  

③初期生長が速い 

・1.5ｍ高まで５年 

・下刈作業：５回 

 

・1.5ｍ高まで２年 

・下刈作業：２回 

              低コスト施業の実現 

         1,336 千円/ha → 985 千円/ha （351 千円/ha のコスト削減） 

②植付作業が簡単 

①育苗期間が短い 

種から育成：３年間 さし木で育成：１年間 

棒で地面を一突き 植付終了 ポットから取り出し不要 

育 苗 

施 業 

（通常の苗） （さし木ポット苗） 

事業イメージ図 

･根を傷めない 

･新根が外に伸

びやすい 

･コンパクト 

農林公社独自技術 
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農業集落排水の整備 

 

担当 農村整備課 農村環境担当 

  内線 ４３４８         

 

１ 目  的 

   農村地域の下水処理施設を整備することにより、農業用水の水質改善と生活環境の 

 向上を図り、安全・安心な農産物の生産と生活しやすい地域づくりを進める。 

 

２ 事業内容 

事 業 名 事業主体 内     容 

 

彩の国ゆたかなむらづ

くり整備事業 

 

市町村 

 

 農村地域の下水処理施設の整備等 

                        【２地区】 

 （注）平成２３年度末までに １３９地区完了（昭和５８年度以降） 

       平成２２年度末普及率 約９５％ 

 

３ 平成２４年度予算額   １０４，６８８千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

放流先の水路の様子生活排水の流入

農業集落排水の整備による水質改善 

 

事業イメージ図 

処 理 場
   

 

改 善 後

 
改 善 前
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川の再生の推進 

（川のまるごと再生プロジェクト）  
 
                    担当 農村整備課 農村環境担当 

                    内線 ４３４８         
１ 目  的 
  県民誰もが川に愛着を持ち、ふるさとを実感できる「川の再生」の実現に向け、地域

の特性に応じたテーマのもと、県・市町村・地域が協働で農業用水を核とした地域の再

生に取り組む。 

 
２ 事業内容 

事 業 名 事業主体 内     容 
川のまるごと再生プロ

ジェクト（農業用水）推

進費 

県 
市町村 

生態系に配慮した護岸、親水護岸、遊歩道等の整備 

【４地区】                        

  

３ 平成２４年度予算額   ２５８，３００千円    
 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

事業イメージ図 

農業用水を核とした地域の再生 古川排水路の整備 

水辺に近づけるように遊歩道

を設置（イメージ） 

 

地域の伝統文化 

 
歴史的構造物 

 

サイクリングロード 

 

 

舟遊び 

 

 

 



 

   - 22 - 
 

 
水と緑のサイクリングロード事業  

 
担当 農村整備課 水利調整・施設管理担当  
内線 ４３４１  

 
１ 目  的 

農業用水路沿いの既存の自転車・歩行者道について、「ぐるっと埼玉サイクルネットワ

ーク構想」と連携し整備補修を実施することにより、利用者の安全性及び利便性を確保

する。 

 

２ 事業内容 

区   分 事業主体 内     容 

既存サイクリングロードの

補修 

県 見沼代用水路沿いの緑のヘルシーロード、

水と緑のふれあいロードの補修を行い、利用

者の通行環境を整備する。 

 ・舗装の補修 

 ・案内看板の補修及び設置 

 ・雑草抑制対策の実施 

 

３ 平成２４年度予算額   １７０，０００千円 

 
 

緑のヘルシーロード  

 行田市（利根大堰）～川口市（グリーンセンター）  ５６．５ｋｍ 
 

水と緑のふれあいロード  

加須市（旧騎西町）～宮代町、久喜市（旧菖蒲町）～春日部市  ４２ｋｍ 

 

 

 

 

 

 

事業イメージ図 

整 備 補 修 

既存サイクリングロードの現状 

路面のゆがみ・段差 表示の劣化 
（「とまれ」が見えにくい） 

雑草の繁茂 
 




